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『自分自身が死にたくなつたら…』

『死んでしまいたいと大切な人が□にしたら…』

『死にたいと思う人のサインに気づくには…』

『大切な人を失つた人にどう接したら…』

自殺は、決して他人事ではありません。

「予防できる死」は、

つあなたの目の前にあるかもしれません。

いのちを守る活動を続けている講師の話を

一緒に聴いてみませんか?

自殺は、防ぐことができるのです。

羅2/171木)
14:00-16:00(13:30受付開始)

～あなた、そしてあなたの大切な人の命を守るためにできること～
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m NPO法
人自死遺族支援ネットワークRe代 表

【主催】社会福祉法人佐賀いのちの電話・鹿島市

参加者数把握のため、事前に
申し込みをお願いします。
※申し込み方法は裏面を参照してください。

エイブルホール
鹿島市大字納自分2700-1(鹿 島市役所 東側)

爾  『生きる』を支える～自殺の現状と遺族支援～

1981年長崎県生まれ。中学2年生の時に安親を自殺で亡くす。

大単時代に還児の伸間たちと手記「自殺って言えなかつた。」

を発表。以後実名と顔を公表して自殺対策に関わる。児童福祉

施設で指導員として働くかたわら、NPO法 人「自殺還族支援

ネットワーク Re」を設立、還族が語り合う場を作つている。

現在は横浜で精神医療機関のスタツフを務める。

著書:「自殺って言えなかつた。」「自死還族の現状と支援」等


